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■見本市で「ノイズ・セッション」パフォーマンス

■オープンスタジオ
3/20（金・祝）
■オンライン企画Vol.63
3/25（水）

■「お花見マルシェ」を開催いたします

■たくさんのご支援ありがとうございました

子どもも大人もみんな誰でも参加で
きる楽しいこといっぱいの「お花見マ
ルシェ」が開催されます。当日は福祉
事業所のオリジナル雑貨やお菓子な
どの販売のほか、ボッチャの体験やさ
まざまなワークショップが行われま

す。 突然アーケード内を練り歩くスペシャルゲストの出現がある
かも. . .？！　親子で楽しめる企画が盛りだくさんですので、ぜひ
お友達やご家族と一緒に足を運んで、楽しいひとときをお過ご
しください。皆さんのご来場を心よりお待ちしております。

■まぜこぜフェスタに参加しました

3/28（土）
ぶらんど～む一番町
アーケード内

11:00-15:00

障害のある人もない人も、あらゆる人が楽しめる「まぜこぜフェス
タ」が、ゼビオアリーナ仙台で開かれました。会場では、シンボル
ツリー「まぜこぜの木」を来場者のみなさんと一緒に制作しまし
た。ステージでいつものパフォーマンスで大いに盛り上げてくれ
た「テツandトモ」のお二人にも描いていただき、終了前にはすべ
てのパーツがデコレーションされ、「まぜこぜの木」の大切なパー
ツとなりました。ここで描いたオリジナルのブロックはまた他の場
所で別の何かになっていきます。参加者同士が自然に声をかけ合
い、笑顔が広がる温かな時間となりました。世代や立場を超えた
交流が生まれ、多様性の大切さを実感できる一日となりました。

赤い羽根共同募金「みやぎチャレンジプロジェクト」に、温かい
ご支援をいただきありがとうございました。おかげさまで目標金
額を達成することができました。皆さまからお寄せいただいた
募金は、一番町商店街アーケード内で実施するイベントや、制作
した七夕飾りを仙台七夕にてぶらんどーむ一番町アーケードへ
展示する取り組みに活用させていただきます。
また、長町地域でのアート企画やイベント開催、Aiギャラリーほ
か、各所での展示、個展開催、技術向上のためのアートプログラ
ムの実施、制作のための画材購入など、創作環境の充実と地域
交流の推進に大切に役立ててまいります。今後も地域の皆さま
とともに歩み、活動の輪をさらに広げてまいります。皆さまの温
かいご支援に心より感謝申し上げますとともに、今後ともご理解
とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

2/4まで「せんだいメディアテーク1階オープンスクエア」で開催
された『第8回 きいて、みて、しって、見本市。』にて、ニューカマー
セブンとして作品展示と「ノイズ・セッション」のパフォーマンス
を披露しました。会期中は多くの来場者が足を止め、展示作品や
制作背景についてたくさんの方と対話が生まれました。「ノイズ・
セッション」では、身近にある物を楽器として用い、その場で生ま
れる音に呼応しながら即興演奏を行いました。予測不能な音の
重なりが空間全体を包み込み、Aiスタッフそれぞれの感情や表
現が音として立ち上がる、印象的なパフォーマンスと
なりました。表現の多様性や可能性を伝える貴重な時
間でした。 当日の模様はYouTubeでご覧ください▶

■オモテの写真/KASUMI
Aiギャラリーでは、3月より「KASUMI展」を開催いたします。毎日欠かさず絵
を描き続けるKASUMIさん。躍動感あふれる人物や生き物、愛らしい建物や
乗り物など真っ白な紙の上に、いきいきとした世界を創り出しています。


